















































（1） D. Gessner， Weimarer Republik， Darmstadt 2002.， G. Schulz，Die Angestellten seit
dem 19.Jahrhundert， München 2000.中間層テーゼについての最近の整理としては，邦語
研究については，雨宮昭彦『帝政期ドイツの新中間層――資本主義と階層形成――』 東京
大学出版会， 2000年; 原田昌博『ナチズムと労働者』勁草書房， 2004年。
（2） J. Falter，Hitlers Wähler， München 1991.
（3）J. Kocka， Ursachen des Nationalsozialismus， aus Politik und Zeitgeschichte.Beilage
zur Wochenzeitung das Parlament， B25/80， 21.Juni 1980， S.10f.（千代田寛訳「ドイツ
におけるファシズムの原因と帰結」広島史学研究会『史学研究』第148巻， 1980年）J.Kocka，
Die Angestellten in der deutschen Geschichte 1850-1980.Vom Privatbeamten zum angestellten























（4） M. Prinz， ”Bilderbuchverhalten an Mäßigung“？―Kritische Fragen zu den Angestellten
in Weimar， in Tel Aviver Jahrbuch für deutsche Geschichte， 17， 1988， S.92ff.
（5）R. Hamailton， Die soziale Basis des Nationalismus. Eine kritische Betrachtung， in:
Kocka(Hrsg.)， Angestellten im europäischen Vergleich. die Herausbildung angestellter
Mittelschichten seit dem späten 19. Jahrhundert， Göttingen 1981. 
S.370-372; Prinz， Ibid， S.89.
（6）M. Prinz， Vom neuen Mittelstand zum Volksgenossen. Die Entwicklung des sozialen
Status der Angestellten von der Weimarer Republik bis zum Ende der NS-Zeit， München
1986， S.18; Prinz， ”Bilderbuchverhalten an Mäßigung“?， S.89.
（7）J. Kocka， Ursachen des Nationalsozialismus， aus Politik und Zeitgeschichte.Beilage






























（9）Kocka， Die Angestellten in der deutschen Geschichte， S.163ff.，雨宮，前掲書，11頁。
下線部は著者が挿入
































































（15） T.Abel， The Nazi Movement . Why Hitler came to power， New York 1938.（小池四
郎訳）『ヒトラーとその運動――血盟六百の部下は斯く語る――』実業之日本社　1940年。














され，その研究成果は，T.Abel， The Nazi Movement . Why Hitler came
to power，New York 1938. として出版された（15）。さらにその後，アメ
リカ，カリフォルニア大学のP.H.Merklが，それを再度，5年がかりで精
査を行い，P.h.Merkl，Political Violence under the Swastika― 581
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反ユダヤ主義傾向 (Judenkoller) 22 8.1
　 271 100 




















































戦争の衝撃，領土の喪失，フランスによる占領 37.6 21.1 3.1
革命のショック，革命家への反対 42.1 31.7 6.4
経済的困窮，他の理由， 　 7.5 5.4
ワイマール指導者，政治抑圧への反対 12.2 16.4 8.7
イデオロギー的熱狂，ヒトラー運動への強い印象 8.1 23.3 76.4
　 100 100 100
二段階  三段階  四段階
表 2 第二，第三，第四段階へ政治的急進化の刺激要因（％）























































































































名 前 心理的負荷 政治的イデオロギー
表３　心理的負荷と政治的イデオロギー
1918年，私たちが誇りと思っ
てきた神聖なすべてがもはや
存在しないものとされた。
駐留する軍団から，腕章が引きちぎられる。彼らとは，生涯なんら共通するものを持つことはないだろう。
共和国において経験したもの
は，未来への喜びを与えてく
れるものではなかった。
インフレの衝撃から，
意識が再度政治へ
ルール占領によって占領側か
ら受けた侮辱・辱めは叙述す
ることができない
病院において自分の腕章を
力ずくではぎとられかける。
自らの国家的な証を相手から
守るため，自分ではぎとる。
父が鉄道員を助けようとし，
命を落とす。対して犯人への
判決は懲役４年。この判決は，
自分にとって全く理解できない。
少年期，母の保護なしにやり
くりする経験。
メーデに参加したが，全く一
体感を感じず。
共同出身者の不忠に，ひどく
失望。
彼を解雇することに。
ナチスの大集会を訪れ，ナチ
スを現存する不正を取り除く
運動と見る。
ヒトラーのわが闘争をみて，
それを真のドイツがめざし切
望しているものとみる。
指導者の演説が心に響く。
ドイツにおける自由主義システムは，結局うまくいかないだろうとみる説が心に響く。
反ユダヤ主義を持ち，民族保
護同盟に繋がりを持つように
ユダヤ経済が，最後の貯蓄を
奪っていくという認識
ヒトラーによってドイツは，
ぬかるみからときはなたれる。
者の相関関係がみられる。ナチスを支持していく中で多くの場合で政治
的イデオロギーを身につけていると同時に，それと同じくなんらかの心
理的負荷をその過程の上に経験している事をみてとれるのである。
むすびにかえて
これまで心理的衝撃と政治的方向性という見方に注目して，ナチス支
持に至る過程を見てきた。そこではナチスの政治的イデオロギーが，大
きな重要性を持っている事を見て取ることができる。ナチスを支持する
上で，ナチスの政治的イデオロギーは大きな役割を果たしているのであ
る。だがその一方で，心理的要因自身に視点を移した場合，また別の側
面をみてとることができるのではないかと思う。つまり各々の基本的政
治方向性に基づきながらも，個々人が，人生過程において受けた心理的
負荷が，ナチス支持の要因として，大きな重要性を持っているのである。
生活上で受ける心理的負荷がまた，ナチスへ押し流していってしまう面
を見てとれるのではないかと思う。
またこの事は，別の意味も持っている。本稿では，政治的イデオロギ
ーと同時に，心理的負荷に注目した。この生活の中で受ける心理的負荷
に視点を移した場合，それは，単に国家主義的，反共産主義的、ナチス
に親和的なイデオロギーを持っているから，ナチスを支持するようにな
るというだけではなく，その過程における心理的負荷がまた意味を持つ
事に注目することになるのではないかと思う。
そうする事によってナチス支持の問題を，人々に対する心理的負荷・
問題の蓄積として，現代にも通じる危険のものとして，見ていく事に繋
がっていく面があるのではないかと思うのである。
本稿における試みは，なお多くの精査していくべき点が存在する。だ
がそのような中においても，この試みを通して，ほんのわずかでも，新
しい論点・視点を，提示することに繋がれば，そのきっかけの一つにな
れればと思う。
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